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 コープ低公害車開発（横浜市港北区、小林勉社長、０４５・４７２・７９１３）は、伊藤忠エネクス、日気サービス（東京

都板橋区）と組み、ガソリン車に比べ二酸化炭素（ＣＯ２）排出量を１３％削減したＬＰガストラックを開発した。ガソリン

車をＬＰガス車に改良したもので、０６年初頭には商品化する計画。生活協同組合で導入を加速する方針。改造した

小型トラックは「日産アトラス」をベースに、電子制御ＬＰＧ気体噴射（インジェクション噴射）を搭載、燃料をガソリンか

ら環境負荷が小さいＬＰＧに切り替えることで、ＣＯ２排出量を抑制する。 

 全国の生協では９４年以降、低公害車への切り替えを進めており、現在までに５４２３台（転換率３５％）を達成して

いる。  

 


